
[成果情報名]ライトトラップによるカンキツ園へのツヤアオカメムシ飛来の早期検出 
[要約］三重県南部では、近年、果樹カメムシ類におけるツヤアオカメムシの誘殺比率が高

まっている。ライトトラップでは、ツヤアオカメムシのカンキツ園地でのたたき落とし調

査に先行して誘殺が確認されるため、園地飛来を早期に検出できる。 
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[背景・ねらい] 
 ツヤアオカメムシは、果樹カメムシ類として主要害虫の一種である。国内では西南暖地

で発生していたが、近年、太平洋沿岸では関東地方でも確認され、発生地域が拡大してい

る。三重県南部では、発生個体数が増加傾向にあるが、園地への飛来実態や越冬に関して

不明な点が多い。そこで、現状活用できるライトトラップ、チャバネアオカメムシフェロ

モンを用いたトラップ及び無防除園地でのたたき落とし落下個体数調査の３種の方法によ

り発生消長の調査を行い、カンキツ園地への飛来を早期に検出し、防除指針を策定するた

めの基礎データを収集することを目的とする。 
 
[成果の内容・特徴] 
１．三重県南部では、近年、ライトトラップに誘殺される果樹カメムシ類に占めるツヤア

オカメムシの比率が高まっている（図１）。 
 
２．2003～2005 年の調査結果から、ライトトラップ、チャバネアオカメムシフェロモン

を用いたトラップとも誘殺数のピークは５月上中旬と１０月上中旬である。また、２

種トラップの誘殺傾向は、発生量の多少に関わらず非常によく似ている(図２)。 
 
３．無防除園地におけるたたき落とし落下個体数についても、その推移は２種のトラップ

の誘殺傾向と似ている(図２)。年によっては、冬期も園地で採集され、柑橘園地内で

越冬していることが確認される。 
 
４．発生増加期にあたる４月と８月から９月のライトトラップによる誘殺は、チャバネア

オカメムシフェロモンを用いたトラップによる誘殺や園地におけるたたき落とし調

査に比べ、より早期に誘殺を確認できるため、園地への飛来の早期検出に活用できる

（図３、４）。 
 
[成果の活用面・留意点] 
１．ツヤアオカメムシが優占して発生する地域で、防除時期の判断に活用できる。 




